
 

単行本『ピッチングデザイン』参考データの出典等につきまして 

 

３月９日発売の同単行本（お股ニキ・著）について、同日に「お詫び」として当ホームページに第一報を掲載し

ましたが、本書に関して、出典を明記しないなど、データおよび研究成果等の取り扱いに不備がありました。そ

の後の検証の結果、本書内のデータ、理論、分析につきましては、以下の文献等を参考にさせていただいている

ことが確認されましたのでお知らせいたします。これらのデータ等の使用にあたり、研究に携わった方々および

関係者の方々への配慮が欠けていたことを反省するとともに、ご迷惑をおかけした皆様に改めて深くお詫び申し

上げます。 

なお、ツイッター上の情報もいくつか参考としましたが、出典等が確認できなかったものもありました。これに

つきましてはリストには含めておりません。ご了承ください。 

また、その他、文献等の不適切な使用も確認されており、その部分につきましては、個別にご連絡の上、対応さ

せていただきます。 

                                         2020 年３月 30 日 

                                  集英社 週刊プレイボーイ編集部 
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P78 図表「チェンジアップ平均変化量別 wOBA」➡① 
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P84 図表「スライダー平均変化量別 wOBA」➡① 
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P86 図表「カットボール平均変化量別 wOBA」➡① 

P87 図表「バックスピン型」「マッスラ型」「ハイブリッド型」➡①・②・⑱（※３） 

P96 図表「ダルビッシュ 2019 年球種別変化量（打者・捕手視点）」➡① 

P97 図表「NPB カットボール、スラッター、スライダーの成績」➡⑬（※１） 

P99 本文「そもそも私が初めて（～中略～）記事だったと記憶している。」➡⑳ 

P102 本文「バーランダーは 88 マイル（～中略～）投球で復活した。」➡② 

P106 本文「カーブの割合は 15％前後（～中略～）投球割合は 25％くらい。」➡①・② 

P108 図表「NPB における各種カーブの成績」➡⑬（※１） 

P108 図表「クレイトン・カーショウ（2019 年）」「コーリー・クルーバー（2018 年）」➡①・②・⑱（※３） 

P109 図表「ピアース・ジョンソン 2018 年球種別変化量」➡① 

P109 図表「ピアース・ジョンソン（2018 年）」➡①・②・⑱（※３） 

P110 図表「2019 年 NPB リーグ別・球団別 カーブの成績」➡⑬（※１） 

P112 本文「「宜野座カーブ」（～中略～）縦に変化するカーブ」」➡㉑ 

P112 図表「クレイグ・キンブレル（2018 年）」「ランス・マカラーズ Jr.（2017 年）」➡①・②・⑱（※３） 

P115 図表「2 シーム平均変化量別 wOBA」➡① 

P117 本文「横マイナス 33.3 センチ（～中略～）球速 154 キロ（同 151 キロ）」➡① 

P120 図表「ダルビッシュ有 全 11 球種の成績」➡②（※１） 

P123 本文「「まず最初に、投げたい（～中略～）基本的にすぐ投げられる」」➡㉒ 

P135 図表「MLB シーズン別初球スイング率の推移」➡㉓ 

P139 本文「三冠王に 3 度輝いた落合博満（～中略～）と明かしていた。」➡㉔ 



P141 本文「古田敦也は、入来智が力むと（～中略～）要求していたという。」➡㉕ 

P142 本文「野村克也も重要なヒント（～中略～）効果的となる。」➡㉖ 

P146 本文「野村克也いわく、（～中略～）それが配球の妙」。」➡㉗ 

P154 本文「シャーザーはカットボール（～中略～）使った方がいい。」➡③（※４） 

P154 図表「マックス・シャーザー 対右打者の球種別変化量（2019 年、打者・捕手視点）」➡①（※１） 

P155 図表「マックス・シャーザー 対左打者の球種別変化量（2019 年、打者・捕手視点）」➡①（※１） 

P155 本文「4 シームはシーズン途中（～中略～）めった打ちを食らっていた。」➡② 

P160 本文「野球データアカウント有希っ子氏（～中略～）減らせることになるだろう。」➡② 

P161 本文「BABIP は長期間で見ると（～中略～）仮説が提唱された。」➡㉘ 

P162 本文「BABIP は運の要素が最も大きいが、（～中略～）必要がありそうだ。」➡㉘ 

P162 本文「次に、投球効率についても（～中略～）上がる傾向がある」➡㉙ 

P163 本文「また、被打球速度と（～中略～）球数を削減する方法はない。」➡㉙ 

P164 本文「マダックスの現役時代（～中略～）2 割台半ばで安定している。」➡③ 

P167 本文「近年ではセイバーメトリクス（～中略～）「3TRUEoutcomes」と呼ぶ。」➡㉚ 

P174 本文「2010 年代メジャー投手（～中略～）通算牽制アウト 29 個」➡③・㉛ 

P178 本文「2019 年シーズンの途中、（～中略～）いわせていただいた。」➡㉜ 

P183 図表「2017 年メジャーリーグ 走者別 4 シーム平均球速（km/h）」➡⑮－B 

P184 本文「クイックの指導、特に若い投手～近い関係があるといわれる」➡⑯－B 

P184-185 本文「そもそもクイックは英語で（～中略～）推進力を使う。」➡⑯－B 

P186 本文「野手出身の首脳陣（～中略～）後者が多いという。」➡⑯－B 

P192 本文「先発と比較すると（～中略～）打ち上げさせることにつながっている。」➡㉝ 

P205 本文「SIERA（～中略～）投手の能力を反映させる指標」➡③ 

P210 本文「プロ平均を上回る（～中略～）まだ平均に近い」➡㉞ 

P217 本文「勝ち続けるために（～中略～）基本の延長線上にあるべきだ」➡㉟ 

P218 本文「イチローが「回り道（～中略～）深みが出る」➡㊱ 
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